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学

A5
の

歩

み

宇

野

光

雄

「
創

設
偏

　
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
六
日
（
土
）
北
大
農
学
部
に
お
い
て
、
本
学
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
学
会
会
則
が
定
ま
り
、
会
則
に
も
と
っ
て
、
会
長
（
中
川
秀
恭
北
大
教
授
）
、
会
計
監
査
、
理
事
、
幹
事
等
の
役
員
が
選
出
さ

れ
、
会
費
（
年
額
三
〇
〇
円
、
金
額
は
昭
和
四
十
一
年
、
五
〇
〇
円
、
，
昭
和
四
十
四
年
、
八
○
○
円
、
昭
和
五
〇
年
、
一
五
〇
〇
円
に
改
定

さ
れ
た
。
）
、
事
務
局
を
北
大
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
に
置
く
こ
と
等
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
総
会
に
は
、
当
時
、
謡
本
基
督
教
学
会
会

長
石
原
謙
氏
、
同
専
務
理
事
山
本
和
関
東
学
院
大
教
授
が
来
賓
と
し
て
臨
席
さ
れ
た
。
（
出
席
者
四
五
名
）

　
つ
い
で
、
あ
ら
か
じ
め
発
起
人
会
（
同
年
四
月
十
四
日
、
北
大
文
学
部
で
開
催
さ
れ
た
）
で
予
定
さ
れ
、
こ
の
総
会
で
決
定
さ
れ
た
行

事
が
以
下
の
よ
う
に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
設
立
記
念
公
開
講
演
会
（
同
日
午
後
、
農
学
部
四
階
講
堂
）

　
　
　
「
教
会
再
一
致
の
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
大
、
天
使
短
大
講
師
　
浅
井
正
三
氏

　
　
　
「
教
会
史
の
イ
デ
ー
と
歴
史
神
学
の
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
学
士
院
会
員
　
　
　
石
原
　
　
謙
氏
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ム
否
貝
毅
駕
説
ム
四
（
同
日
夜
、
北
大
ク
ラ
ー
ク
ム
写
舵
馴
）

　
研
究
発
表
会
（
十
七
日
、
北
大
文
学
部
、
な
お
、
研
究
発
表
者
、
発
表
題
目
は
、
「
基
督
教
学
扁
第
一
号
に
掲
載
）

　
以
上
の
行
事
を
も
っ
て
北
海
道
基
督
教
学
会
は
、
名
実
共
に
学
術
団
体
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ

は
「
本
道
に
学
会
を
創
設
し
て
、
同
学
の
士
の
交
流
を
深
め
、
斯
学
の
発
展
を
図
り
た
い
」
と
い
う
中
川
会
長
と
、
そ
れ
に
応
え
て
発
起

人
と
な
り
、
全
道
各
地
か
ら
参
加
し
た
会
員
の
熱
意
と
努
力
の
結
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
日
本
基
督
教
学
会
加
入
」

　
第
二
回
大
会
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
九
臼
、
磁
北
星
学
園
大
学
）
の
総
会
に
お
い
て
、
本
学
会
が
日
本
基
督
教
学
会
支
部
と
し
て

同
学
会
に
一
括
加
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
以
後
北
海
道
基
督
教
学
会
の
名
称
と
口
軽
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
の
名
称
と
が
併
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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「
基
督
教
学
」
の
発
行

　
第
三
回
大
会
（
昭
和
三
十
九
年
六
月
二
十
七
日
、
子
嚢
学
園
大
学
）
を
経
て
、
第
四
回
大
会
（
同
閤
十
年
六
月
八
日
、
於
北
海
道
学
芸

大
学
札
幌
分
校
）
に
お
い
て
、
学
会
誌
の
発
行
が
決
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
会
の
活
動
、
会
員
の
研
究
業
績
等
が
、
学
会
誌
を
通

し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
学
会
は
こ
の
学
会
誌
「
基
督
教
学
偏
の
発
行
を
通
し
て
、
そ
の
発
展
、
充
実
へ
と
、
一
段
と
飛
躍
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
基
督
教
学
」
第
一
号
は
昭
和
四
十
一
年
に
発
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
年
一
回
の
発
行
な
が
ら
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
発
行
の
第
二
一
一
号
（
本
号
）
は
、
昭
和
四
十
七
年
会
長
を
辞
せ
ら
れ
、
名
誉
会
長
と
な
ら
れ
た
中
川
学
長
（
国

際
基
督
教
大
学
）
の
古
希
を
祝
す
記
念
号
と
し
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



「
学
　
会
　
活
　
動
」

　
第
一
回
大
会
か
ら
第
四
回
大
会
に
至
る
学
会
活
動
（
研
究
発
表
、
行
事
）
は
「
基
督
教
学
」
第
一
号
に
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
、
第
二

号
以
下
の
各
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
特
に
、
公
開
講
演
会
を
取
り
あ
げ
た
い
と
思
う
。
何
故
な
ら
、
公
開
講

演
会
は
、
斯
学
の
発
展
と
そ
の
普
及
を
図
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
本
学
会
が
創
設
の
時
決
定
し
た
主
要
行
事
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
公
開
講
演
会
の
開
催
年
度
、
開
催
地
、
並
び
に
講
演
翁
島
を
挙
げ
る
に

止
め
た
い
。
（
講
演
広
庭
、
日
時
、
講
師
紹
介
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
「
基
督
教
学
」
の
記
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

　
昭
和
三
十
八
年
、
札
幌
市
、
T
・
L
・
ロ
マ
ド
カ
氏
（
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
）
同
三
十
九
年
、
札
幌
市
、
H
・
デ
ュ
モ
リ
ン
氏
（
上
智
大

学
）
、
同
四
十
年
、
旭
川
市
、
古
田
暁
氏
、
中
川
秀
恭
氏
、
同
四
十
一
年
、
小
樽
市
、
橋
本
力
氏
、
石
津
照
雨
氏
（
慶
応
大
学
）
、
同
四
十

二
年
、
札
幌
市
、
R
・
H
・
ペ
イ
ン
ト
ン
氏
（
米
国
）
、
同
四
十
三
年
、
北
見
市
、
吉
村
新
一
郎
氏
、
中
川
秀
恭
氏
、
周
四
十
五
年
、
江
別

市
、
宇
野
光
雄
氏
、
高
坂
直
之
氏
、
同
四
十
八
年
、
室
蘭
市
、
浅
井
正
三
氏
、
秋
田
舌
筋
、
同
四
十
九
年
、
札
幌
市
、
関
根
正
雄
氏
（
東

京
都
）
、
同
五
十
一
年
、
旭
川
市
、
山
崎
保
興
氏
等
々
で
あ
る
。

　
以
上
項
目
を
あ
げ
て
、
本
学
会
の
歩
み
を
、
簡
単
に
見
て
き
た
。
創
立
以
来
、
今
日
ま
で
本
学
会
が
順
調
に
発
展
し
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
中
川
秀
恭
会
長
（
昭
和
三
十
七
年
～
同
四
十
七
年
）
秋
田
稔
会
長
（
同
四
十
七
年
～
同
五
十
｝
年
）
浅
井
正
三
現
会
長
、
並
び
に

理
事
の
格
段
の
尽
力
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
正
会
員
、
賛
助
会
員
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
各
会
長
の
も

と
で
、
会
計
、
通
信
、
会
誌
の
印
刷
等
の
男
喰
な
業
務
を
｝
切
引
受
け
、
そ
の
任
を
果
し
て
き
た
各
幹
事
の
努
力
は
、
本
学
会
の
維
持
、

発
展
の
礎
石
を
築
い
た
も
の
と
言
え
る
。
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